
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
スライド演習 ④

・イベント・企画のプレゼン・発表

第 15 週
スライド演習 ③

・スライドを用いた企画書の作成

第 16 週
スライド演習 ④

・イベント・企画のプレゼン・発表

第 13 週
スライド演習 ①

・スライドを用いた企画書の作成

第 14 週
スライド演習 ②

・スライドを用いた企画書の作成

第 11 週
音声編集③

・課題音声作成

第 12 週
音声編集④

・課題音声作成

第 9 週
音声編集①

・課題音声作成

第 10 週
音声編集②

・課題音声作成

第 7 週
スプレッドシート演習⑥

・オーディション用エントリーシート作成

第 8 週
スプレッドシート演習⑦

・オーディション用エントリーシート作成

第 5 週
スプレッドシート演習④

・オーディション用エントリーシート作成

第 6 週
スプレッドシート演習⑤

・オーディション用エントリーシート作成

・イベントに関する企画書の作成

第 3 週
スプレッドシート演習②

・イベントに関する企画書の作成

第 4 週
スプレッドシート演習③

・イベントに関する企画書の作成

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 iPad使用

授業計画

第 1 週
オリエンテーション

・年間の概要説明

第 2 週
スプレッドシート演習①

100%

①履修率/学習意欲等を授業毎に精査し数値化する（実技チェック/小テスト等）：50％ ②課題提出率：50%　※ ①と②の
合計を成績評点とする。

授業外における学修 課題作成で使用する素材の検索、調査、撮影、録音、記録をおこなう

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 50% 平常評価 50% 合計

授業方法 実習、演習、フィールドワークを活用した授業形式で、実践的な学びを深め、学生の理解を促進する。

実務家教員による
実践的教育の内容

専門業界と一般企業で役立つ技術や知識を伝え、実務に即した課題や演習を通じて業界で求められるスキルを実践的
に習得させることで、学生が即戦力として活躍できる能力を育成する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
１年時のPC演習Ⅰから発展し、企画書の作成からイベント運営で必要な制作物や、映像・音声等のコンテンツ制作を実
習形式で進める。最終的にはイベントの開催・運営、コンテンツ発表を行う。

到達目標
【前期】映像や音声を扱う際に必要なサービスや技術について学び、基礎知識を習得する。

【後期】前期で学んだ知識を基に、オリジナルのコンテンツを制作し、実践的なスキルを身につける。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 司会、ナレーター

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 中山　麻衣

2025

科目名 ＰＣ演習Ⅱ 科目コード 8630

授業時間/週 前期1,後期1 時間/週 年次 2年 学期



第 34 週
作品発表会②

授業内で制作した作品の発表・評価・反省

第 32 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成⑧

第 33 週
作品発表会①

授業内で制作した作品の発表・評価・反省

第 30 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成⑥

第 31 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成⑦

第 28 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成④

第 29 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成⑤

第 26 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成②

第 27 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成③

第 24 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成⑦

第 25 週
音声作品B

ラジオドラマ、CMの作成①

第 22 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成⑤

第 23 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成⑥

第 20 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成③

第 21 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成④

授業計画

第 18 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成①

第 19 週
音声作品A

ラジオドラマ、CMの作成②


